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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 山麓部に発達する扇状地は，地下水利用が盛んに行われる地域である．扇状地域での地下水揚水の
対象は，浅層に加えて数 10~200m深程度の帯水層となる場合が多い．扇状地域の第四紀層からなる
被圧地下水帯水層は，堆積盆地縁辺部での地殻変動の影響を受けており，その地質構造は単純ではな
い．従来から扇状地域の地下水調査は行われてはいるが，帯水層構造を充分に把握し実態に即した評
価が行われている例は少ない． 
 本論文は，滋賀県内で地下水利用が盛んな愛知川扇状地域を取り上げ，帯水層構造の再評価と地下
水温分布に基づく地下水流動・水収支の評価をおこなった．帯水層構造の再評価は，電気検層資料に
基づく比抵抗特性も加味した岩相区分，周辺丘陵の第四紀層との地層対比，重力探査資料を参考にし
た地質構造の検討などから明確なものとした．さらに，33 箇所の観測井戸における温度検層を実施
し，深度方向の水温分布とその季節変動から，地下水における熱伝導および熱移流拡散の理論式を用
いて不圧地下水・被圧地下水の鉛直・水平流動の評価を検討した．これらをふまえて，地下水位分布
と各帯水層の透水性から導かれる流動評価を合わせ，この地域の主要断面における水収支をまとめた．そ
の結果，扇頂部では山麓部から地下深部への鉛直的な涵養が顕著に生じ，扇央部より下流域は地下水揚水
に伴う流動が帯水層構造に沿って生じるとともに扇状地表層からの涵養が著しいことを示した． 
本研究は，愛知川扇状地を研究事例として，地下水利用がなされる地域で得られる井戸資料・周辺
地質資料などを総合した帯水層構造の評価手法と，地下水温分布を用いた流動評価から水収支にいた
る解析手法を提示している．本論文で示された地下水解析の手順は，他の山麓扇状地域にも広く適用
できるもので，環境地質学分野の発展のみならず，社会的にも大いに寄与するものである．よって，
博士(理学)の学位を授与するに値すると審査した． 
